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全例7日間の待機期間の後延長を開始した．延長速度
は，骨延長器の種類により0．8～1．O　mm／dayとし，1日
を2～3回に分けて延長を行った．骨延長量は2．2mm
から39．5mmであった．骨延長終了後6～12週の保定
期間をおき，骨延長器を除去した．6例中5例には，十
分な仮骨形成が得られたが，1例のみわずかな仮骨量
しか得られなかった．歯槽堤への垂直的骨延長症例の
うち，1例はすでにインプラントが挿入されており良
好な咬合状態が得られている．
【考察】仮骨延長術は顎顔面領域でもさまざまな臨床
応用が可能であり，今後顎骨欠損の再建における有力
な方法となる可能性が示唆された．
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1，II型に対して骨接合術，　III，　IVには人工骨頭置換術
を行った．全身状態が許すならばII型であっても人工
骨頭を適応とすることを考慮する必要がある．人工骨
頭の適応年齢については，透析患者の平均寿命が短い
ことを考慮して転位が大きい場合は，比較的若い年齢
であっても人工骨頭の適応があると考えられた．人工
骨頭置換術においては，骨セメントを併用し，初期固
定を得た上で早期の離床が重要と思われた．
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【はじめに】近年，透析技術と薬剤の進歩により，本邦
の維持透析患者の総数は二十万人を越え，長期透析例
に遭遇する機会が増えており，腎機能障害に起因した
骨折とその治療法が問題となっている．今回，透析患
者の大腿骨頚部骨折における治療の小経験を報告す
る．
【対象】1997年から2001年12月までの手術症例22
例22肢について検討した．男性7例，女性15例で平
均69．7歳，骨折型は外側型9例，内側型13例で，平均
透析期間は9．4年であった．
【治療法および後療法】外側型は全例骨接合術を施
行．内側型は11例に人工骨頭置換術，2例に骨接合術
を施行．後療法は，骨接合術は術後4週で歩行．人工
骨頭置換術は術後2週で歩行を目標とした．
【結果】人工骨頭置換術で平均手術時問95＋25分，平
均出血量350±85gであり骨接合術では平均手術時間
65±16分，平均出血量180±58gであった．歩行につ
いては，受傷前のADLは独歩13例，杖歩行もしくは
ったい歩き9例であり，退院時のADLは独歩4例，
杖もしくはったい歩き16例，車イス2例，最終調査時
のADLは，独歩1例，杖もしくはったい歩き12例
（歩行獲得率59％），死亡9例であった．
【考察】大腿骨頚部内側骨折に対する治療は，Garden
　1982年～2001年の20年間に，東京医大皮膚科およ
び関連施設の皮膚科を受診した小児皮膚筋炎を除く
皮膚筋炎患者46名を対象として検討を行った．内訳
は男11例，女35例で平均年齢は56歳であった．発症
時の年齢分布では50歳台が32．6％，60歳台が28．3％
を占めた．合併症では悪性腫瘍が最も多く37％，次い
で問質性肺炎が32．6％に認められた．悪性腫瘍の男女
別合併率は男45．5％，女34．3％であり，男性の方が高
率に悪性腫瘍を合併していた．合併した悪性腫瘍の内
訳は肺癌，乳癌が3例ずつで最も多かった．悪性腫瘍
と皮膚筋炎との時間的関係では両者が1年以内のほ
ぼ同時期に発症する例が70．6％と大半を占めた．
　悪性腫瘍合併群，間質性肺炎合併群，そのいずれも
伴わない非合併群の臨床所見および検査所見につい
て比較検討したところ，悪性腫瘍と間質性肺炎を共に
合併したのは2例であった．臨床所見では，皮膚潰瘍，
関節痛が間質性肺炎群において出現率が高かった．検
査所見では抗核抗体が非合併群において陽性率が高
かった．Jo－1抗体の陽性例はなかった．22名の死亡が
確認できたが，その死因は悪性腫瘍が40．9％，間質性
肺炎が3L8％であった．皮膚筋炎発症から死亡までの
平均生存期間は悪性腫瘍が2年9ヶ月，間質性肺炎が
9．7ヶ月であった．近年間質性肺炎による死亡の増加が
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